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 平成 21 年 9 月 4 日 各  位         

                会 社 名 株式会社 バ ナ ー ズ 代 表 者 代表取締役 守屋  武 (コード番号 ３０１１ 東証第二部) 問合せ先 取締役総務部長 藤牧由亘 電    話  (048)523－2018  
 

新株予約権の一部譲渡に関するお知らせ  当社は、平成21年9月4日開催の取締役会において、平成21年1月19日発行いたしました当社第2回新株予約権の一部譲渡に関して承認いたしましたのでお知らせいたします。  記  １.今回の新株予約権の譲渡に関して承認を行った理由 平成 21 年 1 月 19 日発行いたしました当社第 2 回新株予約権の割当先である西日本宮入販売株式会社より、平成 21 年 9 月 4 日付で平成 21 年 1月 19 日発行の当社第 2回新株予約権の一部譲渡の承認請求がありました。 当該新株予約権の割当先である西日本宮入販売株式会社は、景気後退による経営環境の低迷が続く中、新株予約権の権利行使をするための十分な資金確保が進んでいないことから、平成 21 年 3 月 18 日付にて日本バルブ販売株式会社および株式会社エルガみらい研究所に、当該新株予約権の一部（合計 100 個）を既に譲渡しております。その後、西日本宮入販売株式会社においては、業績に回復の兆しが見え始め、徐々に経営環境は改善されつつあるものの、残りの新株予約権を早期に行使するだけの資金確保には至っていないことから、改めて、当該新株予約権の一部を譲渡したい旨の説明がありました。 そうした折、株式会社エコ情報サービスが、当該新株予約権の一部を譲り受け、権利行使を行うことにより安定株主として当社を支援したい旨の申し入れがあったことから、西日本宮入販売株式会社が保有している株式会社バナーズ第 2 回新株予約権 100 個すべてを株式会社エコ情報サービスへ譲渡する売買契約を平成 21年 9月 3日に締結し実行した旨のご説明がありました。 譲渡先であります株式会社エコ情報サービスの事業内容は、低公害車両の調査・研究、開発・製造・輸出入及び販売等を行っている会社であり、当社の中期的な経営戦略の一環としての電気自動車をはじめとする環境対応型次世代モータービークルの開発・販売等に対する取り組み、および企業運営に関しまして高く評価をしていただき、今後、長期的な安定株主として当社を支援していただけることです。また、当社の経営に対して直接的に介入する意思がないことも確認しております。 マスコミの報道や一部の専門家の見解としては、景気も底を打ち、今後回復基調に転じ
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ていくであろうとの観測もありますが、未だ決して楽観視することができない状況であると考えます。当社といたしましても、今後、更なる財務基盤の強化と安定化を図ることは重要な課題であり、新株予約権の権利行使により資金の確保を可能とすることは、継続企業の前提をより確実なものにしていくためには必要不可欠なものであると判断し、今回の譲渡を承認した次第であります。  ※今回の譲渡に関し、当社第2回新株予約権に係る行使条件および発行要項に変更事項はございません。   ２. 新株予約権の譲渡先の概要  名 称 株式会社エコ情報サービス 所 在 地 東京都港区南麻布五丁目3番20号 代表者の役職・氏名 代表取締役 山田 和幸 資   本   金 100万円 設 立 年 月 日 平成21年8月7日 事 業 内 容 低公害車両の調査・研究、開発・製造・輸出入及び販売 譲 渡 個 数 100個 （1個当たり100万株、合計10,000万株） （株式会社バナーズ第2回新株予約権） 当社が保有している譲渡先の株式の数 該当なし 出資関係 譲渡先が保有している当社の株式の数 該当なし 取引関係 該当なし 当社との関係 人的関係 該当なし ※会社設立後、決算期をむかえていない為、決算の数値はありません。 以 上  


